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準天頂衛星からのTECデータを用いたプラズマ圏境界の推定に関する検討
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We examined a feasibility to detect the plasmapause location by using TEC observations from GPS and QZS. It is difficult to
distinguish the influence of ionosphere and plasmasphere is from GPS-TEC only. Using a global density model, we examined
the parameter dependence of difference between GPS-TEC and QZS-TEC.

プラズマ圏境界の位置は、内部磁気圏の擾乱の度合いを示す指標の一つとされる。本研究では、GPSおよびGPS互換
の準天頂衛星 (QZS)から送信された信号の遅延量から算出される 2つの Total Electron Content (TEC)の差を基に、プラ
ズマ圏境界の位置を定常観測する手法について検討した。
通常、GPSの 2周波信号で測定される衛星-地上間の TECにおいて、電離圏とプラズマ圏の影響を切り分けることは

できない。これに対し、GPSよりも高高度約 36,000kmの軌道を飛翔する準天頂衛星からの TECと GPS-TECとの差を
求め、その差が様々なパラメータに対してどう変化するかを、グローバルな電子密度分布モデル (GCPM)を用いてモデ
ル計算した。ただし、GPS衛星と QZS衛星と観測点が厳密に一直線上に並べばGPS-QZS間の正確な電子密度を得るこ
とができるが、実際にはそのような条件を満たすことは難しく、そのずれの影響も考慮する必要がある。この経路の違い
による影響は主に電離層電子密度に起因するが、この影響が TECの観測誤差以下になるような条件について調査を行っ
た。ここで、観測誤差として受信機の Differential Code Bias (DCB)のみを想定した。本発表ではプラズマポーズの位置
の検出が可能なパラメータ (ローカルタイム、通年日、太陽活動度)範囲について報告する。


